
ギターの面白さは、運指に？！ 

ギターを弾く際の技術的な問

題？として運指の話がある。 

ギターがほかの楽器と違って面

白いところに、同じ音でも何種類

もある、いや、何種類も出せると

いうことだ。１弦開放弦でなる E

と、２弦５フレットの E と、３弦

９フレットの E,さらには、４弦 14

フレットの E は、同じ音である。

同じ音のはずである。しかし、響

き方、聴こえ方は、全く違う、と

いうか同じ音と思えない。1 弦で出

す E はきらびやかであるが、3 弦

の E はドングリのようなずんぐり

コロコロ（ドングリコロコロでは

ありません）な音だ。4 弦の E に

至っては遠くでなる汽笛のような

音だ（と、私は思う） 

プロの演奏を聴く限りは、結構、

3 弦の E もシャープに弾いている

ようなので、私の弾き方の問題な

のか、ギターの問題なのか、はた

また弦の問題なのかしらないが、

どうやっても、かなり極端に違う

音色で響いてしまう。 

第 3 号のおまけ楽譜のアヤラの

曲も、最初のテーマ 4 小節と、繰

り返される同じテーマの 4小節は、

弾くポジションを変えるような指

示があるため、全く異なる印象で

聞こえる。男の嘆きと女の嘆き？ 

 

ギターの楽典によれば、この運

指なるものも、原則、譜面の一部

であるため（当然そうか）、勝手に

変えてはいけないそうだ。特に、

作曲者自ら記載した運指は絶対だ

そうである。ただし、BACH のギ

ター楽譜の運指は、ほとんど編曲

者の指示なので大いに問題ありだ

が、と書いてあった。ということ

だが、私は、結構、勝手に変えて

いる。というのも、この運指に二

つの性格（目的）があると思って

おり、その一つは先ほどの曲想の

ためであるが、もうひとつはスム

ーズに音が切れないようにするた

めの親切心から出ている運指で、

こちらは、私的には、多少ぎくし

ゃくしても、音のイメージの方を

優先させた運指を採用する。よく

あるのが、7 フレット以上のポジシ

ョンで動いているときに、低いポ

ジションで弾くと行ったり来たり

と忙しいので、それを回避する目

的で高いフレットのまま固定して

いる運指の場合である。 

プロとちがい、高いポジション

では、どうしても音のシャープ感

がなくなるので、はっきりした音

で勝負したいときは、行ったり来

たりする覚悟で、低いポジション

の運指に変えている。 

もう一つは、まず弾けそうにな

い運指の場合は、えいやあ！と音

を省略して、弾けるポジションに

持っていく。一番不可能だと思う

のは、BACH のシャコンヌ(セゴビ

ア版)のアルペジオの運指で、セゴ

ビア以外ではできないのではない

かと思っている（オマケにつけて

いるので試してみてください）。 

 

一時期、クラシックから離れて

JAZZ 的なギター曲ばかり弾いて

いた時に覚えたディミニッシュや

マイナーセンブスのようなコード

の左指フォームは、最近の南米の

ギター曲を弾くときに大変助かる。

ビラ・ロボスではないが、不協和

音コードを押さえてそのままスラ

イドするだけで、音楽的に聴こえ

るから不思議である。特に、ビラ・

ロボス練習曲 1 番のアルペジオが

後半の 10フレットから半音づつ降

りてくるところは、かっこいいの

に楽ちんである。暗譜するにも大

いに助かる。恐らくギターを弾か

ない人が聴いたら、まさか楽チン

しているとは思われないだろう。 

 

さて、今回紹介する CD は、レ

オナルド・ブラーボのピアソラを

はじめとするラテンの曲集である。 

この CD の発売記念コンサート

に行った話が、第 3 号の演奏中の

「弦ゆるみ事件」の記載である。 

そんな事件はあったものの、と

ても印象のいいコンサートだった。

まず、1 曲づつブラーボ自身のつた

ない日本語で曲の紹介がユーモア

を交えながらある。ギターの響き

も粒がそろって、丸く、なんだか

日本風味にしたラテン音楽のよう

な気がした。CD の冒頭の「ブアノ

スアイレスの四季」であるが、譜

はアサド版を使っているようだが、

アサド兄弟の演奏のように、むき

出しの情熱を感じさせる演奏では

なく、オブラートで包んだような

ピアソラである。まあ、好き嫌い

はあると思うが、日本人向きであ

ることは間違いないと思う。 

（続く） 
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ギターCD レター from yakateru(第 12 号) 
さて、いつネタ切れするか期待されているかと思いますが、まだまだ、でてき

ますねえ。ギターを弾くテクニック的なこと（運指、アポヤンド、フォーム、・・・）や、
ギターの楽器そのものの話題、ギターの作曲家の話、アンサンブルの魅力の
話・・・・。今後もおつきあいのほどを！ 

ギターの楽譜にある運指は、守らなければいけないのか？ 

 



 

 

 

BACH シャコンヌ（セゴビア版）の楽譜の一部 

絶対押さえられない！！ ６弦は Dなので、この指示は５弦１フレットを①、４弦３フレットを②、 

２弦３フレットを③、ここまではいいいが、一気に１弦６フレットを④！！教えてください、どうす

ればこれが押さえられるのか！！！！ 他のポジションで、この運指が可能な場所があるのか？？ 


